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動物はウィスター系雄性ラット，体Th:200g 前後を用い，室温20-26 0 C で，オリエンタノレ同型飼料
で飼育した。腫療は \Valker 癌肉腫256をソケイ部皮下に移植した。麻酔は，オルトパンソーダ12.5
mg/100 g. b. w. の腹腔内投与によった。
下重体別出は，小山氏外聴道法田中氏変法により，副腎静脈血採取は， Girard の方法 lこ準じて行な
った。本附血採取は，できるだけ刺戟をあたえないようにして，断頭採血によった。コノレチコステロ




1 日IJ腎重量は， Walker 癌肉腫移植 7 日後で正常と変りなく， 10 日後では対照の1. 1- 1. 2倍(腫蕩







2) 正常，担癌動物とも下垂体刻出 2 時間後では，副腎静脈血中にはコルチコステロンはほとん
ど検出されなし可。この時期にACTHを静脈内に投与すると， コノレチコステロンは，ほほ13--15分
後に一つのピークを示し分泌される。
3) 腫蕩移植後種々の時期における下垂体別出 ACTH投与の場合の，副腎の response を知
るため， ACTH 10m.u/100g b. w. を投与し，副腎静脈血(投与12分後より 4 分間採血〉中コノレチ
コステロン量を測定したが， 移植 7 --10 日後では正常と変りなく， 14--16 日ではやや高値を示し
た。なお，この副腎皮質の response の上昇は， ACTHの反復投与 (2 -3 回)のそれぞれの場
合においても，同程度に証明される。
4) 担癌14 日後の動物について，下垂体別出， ACTH負荷を行なわずに単開腹で，副腎静脈血
中コノレすコステロン量を測定したが，正常より高値を示す傾向にあった。
3 カラムクロマトグラフィーで測定した末梢血中コノレチコステロン濃度は，移植後 7--10 日では有
意の変化はないが， 14--16 日では有意に低下する。(正常の彪以下)
4 腫療移植10 日後， 14 日後のラットにコノレチコステロン500r/100g b. w. を静脈内に投与して，血



























い。本研究は， 乙の系について， Walker 癌内腫移植ラットを用い，血中コノレチコステロンの動態を
検索して，特異的と思われる現象を見出している。





あきらかに低く，また負荷コノレチコステロンの turn over も速いことをも証明している。乙の点，
いわゆる下垂体副腎皮質機能充進時のそれといささか趣きを異にする口これは，はなはだ興味深い成
績であり， しかも乙の変調の起る l時期が肝酵素系たとえば， トリプトファンピロラーゼ， カタラー
ゼ，各種のトランスアミナーゼ等の変調の時WJ と一致する。この乙とは，おそらく下垂体副腎皮質系
が癌悪液質発生に関与しているこを示すものであると考えられ注目に値する。
これまで担癌生体における下垂体剰腎皮質系の系統的な研究は，ほとんどおこなわれていなかった
が，本研究がこの方面での研究の進歩にすくなくともひとつの子がかりを与えたいことは確かであ
り，更に一層の発展が期待される。
-162 ー
